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ー
関
西
方
言
の
ウ
音
便
と
話
し
言
葉
に
お
け
る
イ
形
容
詞
の
エ
段
長
音
を
例
に
ー

は
じ
め
に

日
本
語
に
は
歴
史
が
あ
り
、
日
本
語
史
と
呼
ば
れ
る
。
日
本
語
学
等
を

専
門
と
す
る
学
習
者
を
除
き
、
日
本
語
を
学
習
す
る
際
に
日
本
語
史
に
関

す
る
知
識
は
必
須
で
は
な
い
の
が

一
般
認
識
で
あ
り
、
日
本
語
史
と
日
本

語
教
育
と
の
接
点
は
あ
ま
り
重
要
視
さ
れ
て
い
な
い
。
無
論
、
す
べ
て
の

文
法
項
目
等
を
、
日
本
語
史
に
ま
で
遡
っ
て
指
導
を
行
う
必
要
は
な
い
。

た
だ
し
、
日
本
語
史
の
知
識
を
有
効
に
活
用
す
れ
ば
、

一
部
の
文
法
項
目

の
学
習
の
手
助
け
と
な
り
う
る
。
本
稿
は
日
本
語
史
に
お
け
る
「
オ
段
長

音
化
」
と
「
エ
段
長
音
化
」
と
呼
ば
れ
る
現
象
を
例
に
、
日
本
語
史
の
知

識
が
現
代
日
本
語
の
学
習
に
活
用
で
き
る
こ
と
を
論
じ
る
。

1
日
本
語
史
に
お
け
る
「
オ
段
長
音
」
と
「
エ
段
長
音
」

日
本
語
の
音
便
と
し
て
、

一
般
的
に
は
、
撥
音
便

・
促
音
便
と
併
せ
て
、

ウ
音
便
と
イ
音
便
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ウ
音
便
と
イ
音
便
は
共
に
子
音
の

脱
落
現
象
で
、
そ
れ
ぞ
れ
「
C
V
ウ
音
節
」
と
「
C
V
イ
音
節
」

(
C
こナ

音、

V
盃
厚
音
）
を
構
成
し
、
日
本
語
に

「連
接
母
音
」
（
福
嶋
2
0
0
2
:

4
1
)

を
も
た
ら
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

「
C
>
ウ
音
節
」
の
史
的
変
遷
を
辿
る
際
に
は
、
「
オ
段
長
音
」
と
い
う

用
語
が
用
い
ら
れ
、
漢
字
漢
語
を
受
容
す
る
過
程
に
お
い
て
、
本
来
の
漢

字
音
に
由
来
す
る
長
音
化
（
拗
長
音
化
を
含
む
）
が
和
語
で
も
起
こ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
肥
爪

(
2
0
1
5
)

に
は
長
音

化
す
る
漢
語
の
用
例
と
し
て
以
下
の
用
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

カ
ウ
（
高
な
ど
）

↓
コ
ー

（肥
爪
2
0
1
5
:
 4
4
)
 

キ
ウ
（
九
な
ど
）
↓
キ
ュ
ー
（
同
上
）

ケ
ウ
（
教
な
ど
）
↓
キ
ョ

ー

（
同
上
）

コ
ウ
（
口
な
ど
）
↓
コ
ー

（同
上）

こ
れ
ら
の
う
ち
、

キ
ウ
の
よ
う
な

「
・1
ウ
」
型
と
ケ
ウ
の
よ
う
な

「
e
ウ
」

が
先
に
拗
長
音
化
す
る
。
そ
し
て
、
カ
ウ
の
よ
う
な
「

a
ウ
」
は
、
時
代

が
下
っ
て
江
戸
時
代
に
コ
ウ
の
よ
う
な
「
O

ウ
」
に
統
合
さ
れ
、
両
者
の

区
別
は
な
く
な
っ

た
と
さ
れ
る
。「

a
ウ
」
と
「
O
ウ
」
と
は
合
流
す
る

日
本
語
文
法
の
史
的
研
究
と
日
本
語
教
育
と
の
接
点

劉

志
偉

- 65 -



表
1

「C
V
ウ
音
節
」
と
「
C
V
イ
音
節
」
の
長
母
音
化
規
則

第

一

母

音

／

第

二

母

音

前

舌

母

音

(
i
)

国
ぽ
箇
苓
日

(
U
)

前
舌

(
i
)

j
u
R
 

非
前
舌
(

U

)

u
R
 

狭
母
音

せ
け
へ
（
世
界
）
、
て
へ
そ
う
（
大
層
）
、
は
り
ゑ

へ
（
張
合
）

わ
り
い
（
悪
）
、
あ
っ
ち
い
（
熱
）
、
い
、
ご
ん
（
遺

言）い
せ
へ
（
威
勢
）
、
て
へ
し
（
亭
主
）
、
ご
こ
ん
れ

へ
（
御
婚
礼
）

ふ
て
へ
（
太
）
、
お
と
て
へ
（
一
昨
日
）
、
お
も
し

れ
へ
（
面
白
）

「
C

V
ウ
立
日
節
」
と

「
C

V
イ
音
節
」
の
長
母
音
化
規
則
に
つ
い
て
古

典
語
全
般
を
踏
ま
え
、
肥
爪

(
2
0
1
5
)

で
は
表
l
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い

1
0
 

る

¥_oi＼
↓
＼
，
e
R
 ¥
 

¥, ei ＼
↓
＼
，
e
R
 ¥
 

¥
 -ui ＼
↓
 /-iR ¥
 

iR 

直
前
ま
で
音
声
上
区
別
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

現
象
は
古
典
中
国
語
音
声
学
の
用
語
を
用
い
て
「
オ
段
長
音
の
開
合
」
と

呼
ば
れ
る
。
（
R
;
長
音
）

一
方
、
「
C

V
イ
音
節
」
の
史
的
変
遷
に
つ
い
て
は
、
江
戸
語
の
く
だ

け
た
話
し
方
に
見
ら
れ
る
「
エ
段
長
音
」
（
イ
段
長
音
を
含
む
）
が
注
目

さ
れ
る
。
こ
の
現
象
に
つ
い
て
肥
爪

(
2
0
1
5
:
 4
5
)

は
以
下
の
よ
う
な
用

例
を
挙
げ
て
い
る
。

¥, ai ＼
↓
＼
，
e
R
 ¥
 

一

非

狭

母

音

□

い

戸

。

ロ

ニ

（
肥
爪
2
0
1
5
:
 4
5

「表
3
-
1

二
重
周
音
の
長
母
音
化
規
則
」
に
よ
る
）

以
上
の
よ
う
な
日
本
語
史
の
知
識
は
、
主
に

H
本
語
母
語
話
者
を
対
象

と
し
た

H
本
語
史
の
授
業
や
概
論
で
教
授
さ
れ
る
内
容
で
あ
る
。
日
本
語

学
習
者
が
こ
う
し
た
日
本
語
の
史
的
変
遷
を
必
ず
し
も
把
握
し
て
お
く
必

要
は
無
い
が
、
こ
の
よ
う
な
知
識
を
う
ま
く
活
用
す
れ
ば
、
効
率
的
な
学

習
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、
関
西
方
言
と
イ
形
容
詞
の
学
習

を
例
に
こ
の
点
に
つ
い
て
論
じ
る
。

2
．
関
西
方
言
の
ウ
音
便
の
学
習
へ
の
応
用

劉

(
2
0
1
6
)

で
は
、
い
わ
ゆ
る
標
準
語
と
し
て
は
ま
だ
認
め
ら
れ
な
い

が
、
実
際
の
日
本
語
の
使
用
に
お
い
て
か
な
り
の
広
が
り
を
見
せ
る
一
部

の
表
現
に
つ
い
て
「
準
標
準
語
」
と
称
し
、
そ
の

1
つ
と
し
て
関
西
方
言

を
取
り
上
げ
て
い
る
。
関
西
方
言
話
者
が
テ
レ
ビ
番
組
等
に
多
く
現
れ
る

こ
と
か
ら
も
、
関
西
方
言
を
単
な
る
日
本
語
の
主
要
な
方
言
の

1
つ
と
し

て
扱
う
の
み
で
は
、

H
本
滞
在
中
の
日
本
語
学
習
者
に
不
都
合
が
生
じ
る

恐
れ
が
あ
る
。
自
然
に
習
得
で
き
る
部
分
も
あ
る
が
、
日
本
語
学
習
者
の

立
場
か
ら
は
、
一
定
の
体
系
を
も
っ
て
教
え
て
ほ
し
い
と
感
じ
る
文
法
項

目
も
多
く
あ
る
。
代
表
格
と
し
て
は
関
西
方
言
の
活
用
（
中
で
も
ウ
音
便
）

が
挙
げ
ら
れ
る
。
劉

(
2
0
1
6
)

に
述
べ
た
よ
う
に
記
述
的
な
説
明
も
可
能

で
あ
る
が
、
本
稿
で
主
張
す
る
よ
う
に
通
時
的
観
点
を
取
り
入
れ
る
こ
と

で
現
代
語
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
学
習
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
日
本
語
そ

e
R
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関
西
方
言
に
お
け
る
動
詞
の
活
用
へ
の
応
用

動
詞
型

ー
テ
形
・
タ
形
の
一
史
的
変
遷

開買う歌う

au 表
2

オ
段
長
音

学

習

す

る

際

の

工

夫

ロ

テ

う
と
う
て

a
を
0

に
変
え
る

の
も
の
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

例
え
ば
、
関
西
方
言
に
見
ら
れ
る
ウ
音
便
は
、
古
典
日
本
語
に
み
ら
れ

る
活
用
の
名
残
と
し
て
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
関
西
方
言
に
お
け
る
ウ

音
便
を
学
習
す
る
に
際
し
て
は
、
ま
ず
動
詞
と
イ
形
容
詞
と
に
分
け
る
必

要
が
あ
る
。

動
詞
に
お
け
る
狭
義
の
ウ
音
便
は
辞
書
形
の
語
尾
が
ウ
の
動
詞
に
限
ら

れ
、
テ
形
ま
た
は
夕
形
の
活
用
に
お
い
て
確
認
さ
れ
る
。
劉

(
2
0
1
6
)

で

述
べ
た
よ
う
に
、
語
尾
ウ
の
直
前
の
音
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
表
2

に
示
す
よ
う
に
、
史
的
変
遷
に
お
い
て
は

「
・JU
」「

eu
」
の
場
合
、
ウ
段

の
拗
長
音
化
が
起
こ
る
た
め
か
、
現
代
語
の
動
詞
で
こ
の
一
―
者
の
形
態
を

と
る
動
詞
は
極
め
て
少
な
い

g
「
OU
」
は
史
的
に
オ
段
長
音
化
現
象
が

あ

っ
た
が
、
実
態
と
し
て
は
そ
の
辞
書
形
に
「
テ
」
ま
た
は
「
夕
」
を
付

し
た
形
で
あ
る
。
ま
た

「
Uu
」
も
辞
書
形
に
「
テ
」
ま
た
は
「
夕
」
が
下

接
す
る
の
み
の
形
で
あ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
動
詞
の
場
合
は

「
au
」
の
形
態
に
の
み
注
目
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
3

。
日
本

語
史
に
お
け
る
オ
段
長
音
化
と
同
様
に
、
ア
段
が
オ
段
に
合
流
す
る
た
め
、

「
か
う
」「
う
た
う
」
に
お
け
る
語
尾
ウ
の
直
前
に
あ
る
「
か
」
と
「
た
」

は
そ
れ
ぞ
れ
「
こ
」
と
「
と
」
に
な
る
。

一方、関西方言におけるイ形容詞のウ音便はテ形・「Iナイ」．

「iナル」が下接する際に見られる。辞書形の語尾イがウに変

わるほか、その直前の音に注目する必要がある。中でも表3に

示したように「Ul」型と「．01」型の活用変化が最もシンプルで、

動詞と同じ活用形をとるが、動詞の辞書形はそのままでよいの

に対し、イ形容詞の場合は語尾の「イ」を「ウ」に改める必要

がある。また、福島(200 2)で述べられたように古典語ではわ

ずかながら「•el」型のイ形容詞が存在したが後に消滅したため、現代語では語尾イの直前の音がエ段になっている形容詞は存在

しない。すると、学習者にとって特に注意しなければならない

のは「．al」型と「~11」型のみである。前者の「．al」型は動詞の場合と同様、語尾イの直前にある音がア段からオ段に変わる。同時に語尾「イ」が「ウ」となるが、ウの脱落を伴う場合がある4oこれに対し、後者の「~11」型については史的変遷に見られた拗長音化が起こる。「おおきい」が「おおきゅう」に変化

するように、「"11」型が「iゅう」に統一される。この活用に

OU eu uu JU 

誘つ、 酔つ、 無 振る 吸っヽ
憮.t. 

し し
と う と， i 

オ ウ ウ， 醤 段

i 魯
接まそ I接まそ I
たの たの
はま はま
→ ま -, ま
夕--, タ—1
L_  T - '---フ―ー

に← にー
下 下

さよ I ふる すう I 
そっ てう うて
て て
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関
し
て
は

「
シ
ク
活
用
の
形
容
詞
＋
ご
ざ
い
ま
す
」
の
知
識
を
利
用
し
て

学
習
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
美
味
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

が
そ
れ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
劉

(
2
0
1
6
)

で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
現
在
は

専
ら
拗
長
音
化
せ
ず
「
大
き
な
い
」
「
嬉
し
な
い
」
の
よ
う
に
ウ
の
脱
落

を
伴
う
形
式
が
主
流
で
あ
る
。
な
お
、
徳
川
・
真
田

(
1
9
9
5
)

の
調
査
結

果
に
よ
れ
ば
、
イ
形
容
詞
の
テ
形
の
標
準
語
化
が
か
な
り
進
ん
で
い
る
。

例
え
ば
、
若
い
世
代
に
お
い
て
は

「く
そ
う
て
」
で
は
な
く
「
く
さ
く
て
」

の
使
用
が
圧
倒
的
優
勢
で
あ
る
。

3．話し言葉におけるイ形容詞の長音化学習への応用

話し言葉におけるイ形容詞の長音化は学習者にとって日々耳

にする表現である。しかし、教育現場では、くだけた言い方と

されるのみで、文法的に詳細に説明されることはない。学習者

01 ei Ul II a1 イ
形
容
詞

遅 拿無 暑 門―;臭高 用例 辞書形し‘ k し‘ vヽ Vヽ
¥,、¥,、

見 の

オ 拗 拗 才 ， 覧喜 長 段
音 長

音 音

翡 I 翡
11 ・・ a 

玉9↓ を
の の i 

゜イ イ ゅ に る
が が • う ， 際
ウ ウ の
に に る

お I あ
れうし おおき
くた 用

そ つ そこ 例

~ ヽ ＾ ぅヽ ゆゆ ~‘つ、~‘ つ、 ＼ 

なつ、 なつ、 な
な な なな し、

る る vヽ Vヽ Vヽ vヽ

表
3

関
西
方
言
に
お
け
る
イ
形
容
詞
の
活
用

は、

日
常
生
活
に
お
け
る
イ
ン
プ
ッ
ト
を
頼
り
に
学
習
す
る
以
外
に
、
そ

の
ル
ー
ル
を
知
る
術
が
な
い
。
文
法
的
に
は
イ
形
容
詞
の
語
尾
イ
の
直
前

の
音
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
「
（
値
段
が
）
た
け
ー
な
」
の
よ
う
に

「
.al
」
型
は
最
も
耳
に
す
る
タ
イ
プ
で
あ
る
た
め
、
学
習
者
が
自
然
に
習

得
し、

一
定
の

ル
ー
ル
化
（
ア
段
を
工
段
に
）
を
行
う
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
、

「
al
」
型
の
変
化
に
注
目
す
る
あ
ま
り
、

学
習
者
が
「
わ
り
ー、

わ
り
ー

」
「
マ
ジ
だ
り
ー

」
の
よ
う
な

「•

U
l」
型
と
「
し
ぶ
て

ー
な

」
の

よ
う
な
「
．
01
」
型
の
長
音
化
を
耳
に
し
た
時
に
即
座
に
意
味
を
理
解
で
き

る
か
は
疑
問
で
あ
る
。
学
習
経
験
者
の
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
表

現
は
教
育
現
場
で
は
く
だ
け
た
表
現
と
い
う
理
由
で
教
え
ら
れ
な
い
こ
と

が
多
い
が
、
日
常
生
活
で
耳
に
す
る
こ
れ
ら
の
表
現
を
理
解
す
る
た
め
に

扱
う
べ
き
文
法
項
目
の

1
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
語
史
に
お
け
る
エ
段

長
音
現
象
（
形
容
詞
に
限
ら
な
い
5
)

を
踏
ま
え
た
上
で
現
代
語
に
お
け

る
イ
形
容
詞
の
長
音
化
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
具
体
的
な
説
明
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
、
表
4
に
示
す
よ
う
に
語
尾
イ
の
直
前
に
あ
る
音
に
注
目
す
る
と
、

「
al
」
型
と
「
．
01
」
型
は
共
に
エ
段
長
音
化
す
る
6
o

一
方
、「
・Ul
」
型
は

工
段
長
音
で
は
な
く
、
イ
段
長
音
と
な
る
。
た
だ
し
、
イ
の
直
前
が
ウ
の

場
合
は
長
音
化
し
な
い
。
例
え
ば
、
「
物
憂
い
」
「
危
う
い
」
「
な
う
い
（
死

語
）
」
等
が
そ
れ
で
あ
る
。
一

方、

「
嬉
し
い
」
「
楽
し
い
」
に
代
表
さ
れ

る
「
"ll
」
型
に
つ

い
て
は
「
う
れ
し
ー
」
「
た
の
し
ー
」
と
長
音
で
発
話

さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
7

、
特
別
に
指
導
す
る
必
要
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
前
述
の
通
り
、
現
代
語
の
イ
形
容
詞
に
は

「•
e
l」
型
が
存
在
し
な
い
。
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以
上
の
ほ
か
に
細
か
い
補
足
ポ
イ
ン
ト
が

2
点
あ
る
，。

ま
ず
、
語
幹

が
一
拍
の
イ
形
容
詞
（
「
憂
い
」
「
濃
い
」
等
）
は
長
音
化
し
な
い
II
。
も

う
1
つ
は
語
尾
イ
の
直
前
が
ヤ
行
と
ワ
行
の
場
合
で
あ
る
。
現
代
語
で
は

五
十
音
図
上
イ
段
と
ウ
段
が
な
い
た
め
学
習
者
が
長
音
化
す
る
際
に
戸
惑

う
場
合
が
あ
る
。「
早
い
」
「
強
い
」「
弱
い
」
が
そ
れ
ぞ
れ
「
は
え
ー
」
「
つ

え
ー
」

「
よ
え
ー
」
に
変
わ
る
と
い
う
よ
う
に
個
別
語
彙
と
し
て
学
習
す

れ
ば
よ
い
か
と
思
わ
れ
る
。

4．日本語の史的研究11と日本語教育の接点

五十音図は悉曇学の影響を受けて誕生したとされ、古くから

語源の説明等において、五十音図の各行または各段で音が交替

する考え方が日本語の原理の説明として行われてきた。「同音

相通」「同韻相通」「五音相通」等の用語がそれである。その後

， 8'. E:. ：：：： 臼 ィ
塁
詞

酷凄 無悪 寒 嬉 食 要 や

i Vヽ vヽ とし い い し べ ら ば
Vヽ たない

i 
vヽ vヽ 用

例

--
工 I , イ I 工 偽

！ i ， 塁
I . ~. 

(1) ．． ， ， 

゜
でひIすげl 
Iわさ Iたいや 轟りみ べら ベ
I I てね l
8 l l 

表
4

イ
形
容
詞
の
長
音
化
へ
の
応
用

初
期
の
連
歌
論
や
和
歌
作
法
に
お
い
て
も
五
十
音
圏
の
各
行
と
各
段
の
音

に
注
目
し
た
記
述
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
初
期
の
テ
ニ
ヲ
ハ
論
書
に
は

以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

曽
者
宇
具
須
津
奴
之
通
音

（根
来
1
9
7
9
:
 7
)
 

そ
の
ち
に
あ
ま
た
の
と
ま
り
あ
り
五
音
第
三
の
音
に
て
お
さ
へ
た
り

第
三
の
音
と
は
う
く
す
つ
ぬ
ふ
む
ゆ
る
ふ
う
わ
れ
そ
と
ふ

（根
来
1
9
8
0
:
 6
)
 

古
曽
者
兄
計
世
手
之
通
音
（
根
来
1
9
7
9
:
 6
)
 

お
よ
そ
こ
そ
と
い
へ
る
と
ま
り
第
四
の
音
に
て
と
ま
る
へ
し
第
四
の

音
と
は
ゑ
江
け
せ
て
ね
へ
め
江
れ
へ
ゑ
物
を
こ
そ
お
も
へ

（
根
来
1
9
80
」

l

l
)

こ
れ
は
旬
（
歌
）
中
の

「
ぞ
」
「
こ
そ
」
が
そ
れ
ぞ
れ
句
（
歌
）
末
の
「
第

三
の
音
」（
概
ね
ウ
段
）
と
「
第
四
の
音
」（
概
ね
工
段
）
と
呼
応
関
係
を

成
す
現
象
に
つ
い
て
の
指
摘
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
当
時
の
邦
人
に
よ
る

文
法
意
識
を
反
映
す
る
言
及
が
後
の

「係
り
結
び
研
究
」
と
「
活
用
体
系

研
究
」
の
解
明
に
光
明
を
も
た
ら
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

「
五
音
」
に
代
表
さ
れ
る
日
本
語
の
各
行
各
段
と
い
う
視
点
か
ら
注
目

さ
れ
て
き
た
こ
れ
ら
の
現
象
は
日
本
語
の
特
質
の

1
つ
で
あ
る
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
古
典
語
の
名
残
と
し
て
の
関
西
方
言
の
ウ
音
便
と
、

「
や

ベ
ー
」「
ね
え
」
の
よ
う
な
話
し
言
葉
も
「
五
音
（
相
通
）
」
の
枠
組
み
の

中
で
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
テ
ニ
ヲ
ハ
論
を
は
じ
め
と
す
る
「
五
音
」

を
当
時
の
邦
人
の
文
法
意
識
を
反
映
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
る
の
で
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あ
れ
ば
、
関
西
方
言
の
ウ
音
便
と
い
わ
ゆ
る
標
準
語
に
お
け
る
イ
形
容
詞

の
エ
段
長
音
化
の
学
習
を
「
五
音
（
相
通
）
」
の
枠
組
み
の
中
で
捉
え
て

学
習
す
る
こ
と
は
学
習
者
（
の
視
点
）
に
よ
る
文
法
意
識
と
見
な
す
こ
と

も
で
き
る
。
以
下
、

H
本
語
の
史
的
研
究
と
日
本
語
教
育
の
接
点
を
表
5

の
通
り
に
ま
と
め
る
。

関西方言は所詮たくさんある日本語の方言のうちの1つに過

! 翡 斎篇 祠ヽが合 連関の区 言語

＾ 塁 塁
分研

け グ九

語邦 麿閃

＇ 
古 五 じ凰 活係 時 フ．ー． 

に人 喜霜 用り 問 '' 

対す によ 上 夏
C 

休系 結び i 
ヲ

の 通 V I¥ 

るる: 翌: 日

且見 グ九

誓者

日

i 召者
話 古 用 § 喜拗^ウ 研法究 時的間

ウ関
本 し 典 言 長音オ 音便 音西
語
塁
語 の
喜ウ＾ 璽化ヽ 塁立曰

便方
の の の 岡 言

應I 負 空 に

閂
の

間 お

閂 的 け
目 文 る

: ! u口! 盟了— 話 江 イ 01喜段誓＾ イ 空 工おい
し
旦U口
形 工立ロ 間 段けわ

塁
容
畠イ ＾ 蒐

段便 的 長るゆ
の の の 詞 化長

i 化音イる贋<目 胃 負
の 、 立日

長

誓ヽ
ィし 形容 標準

胃 究 詞語
イ のに

表
5

日
本
語
の
史
的
研
究
と
日
本
語
教
育
の
接
点

ぎ
ず
、
学
習
者
の
負
担
等
を
考
え
て
特
に
学
習
者
に
教
え
る
必
要
が
な
い

と
す
る
立
場
も
あ
る
。
ま
た
、
ぞ
ん
ざ
い
な
話
し
言
葉
の
代
表
格
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
イ
形
容
詞
の
エ
段
長
音
化
も
教
育
現
場
で

は
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
く
、
学
習
者
は
日
々
耳
に
し
な
が
ら
も
、

自
然
習
得
を
頼
る
し
か
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
示
し

た
よ
う
に
、
日
本
語
学
習
者
の
視
点
、
す
な
わ
ち
外
の
目
か
ら
日
本
語
を

見
た
場
合
、
こ
れ
ら
の
言
語
現
象
も
日
本
語
の
特
質
を
示
す
一
要
素
と
し

て
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

5
．
結
び

学
習
者
の
負
担
等
を
考
え
て
も
、

H
本
語
学
習
者
が
必
ず
し
も
古
典
語

の
文
法
を
体
系
的
に
学
習
す
る
必
要
は
な
い
（
劉
2
0
1
5
)

。
た
だ
し
、
日

本
語
史
の
通
時
的
観
点
を
部
分
的
に
取
り
入
れ
、
そ
の
部
分
的
な
古
典
語

の
知
識
を
有
効
に
活
用
す
れ
ば
、
本
稿
で
言
及
し
た
よ
う
な
一
部
の
文
法

現
象
ま
た
は
文
法
項
目
そ
の
も
の
を
、
よ
り
体
系
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
の
よ
う
な
知
識
を
学
ぶ
こ
と
が
学
習
負
担
の
軽
減
に
も
つ
な
が

る
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
日
本
語
学
習
者
に
と
っ
て
文

法
事
項
を
学
習
す
る
の
だ
け
で
な
く
、
本
稿
の
提
示
し
た
よ
う
な
説
明
内

容
は
日
本
語
そ
の
も
の
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
も
な
る
。
例
え

ば
、
表
6
に
示
す
よ
う
に
、
一
般
名
詞
・
固
有
名
詞
・
古
め
か
し
表
現
・

古
典
語
の
語
彙
等
に
お
い
て
は
表
記
と
実
際
の
読
み
が
異
な
る
場
合
が

多
々
見
ら
れ
る
。
本
稿
の
よ
う
な
視
点
を
も
っ
て
理
解
す
れ
ば
学
習
者
は

u頃
か
ら
積
も
り
に
積
も
っ
た
一
部
の
モ
ヤ
モ
ヤ
感
を
解
消
す
る
こ
と
で

き
よ
う
。
こ
れ
は
日
本
語
に
対
す
る
学
習
意
欲
の
向
上
に
も
つ
な
が
り
得
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表
6

日
本
語
学
習
に
お
け
る
史
的
研
究
成
果
の
応
用

る
。
無
論
、
こ
の
点
を
強
調
し
す
ぎ
る
と
精
神
論
の
域
に
踏
み
入
れ
か
ね

な
い
の

で
こ
こ
で
箪
を
置
く
こ
と
と
す
る
が
、
「
筆
が
良
け
れ
ば
字
が
う

ま
く
書
け
る
」
の
よ
う
な
教
師
側
に
よ
る
指
導
論
の
み
で
は
不
十
分
で
、

学
習
者
側
の
学
習
意
欲
や
視
点
を
完
全
無
視
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
申

し

添
え
て
お
き
た
い
。
日
本
語
教
育
に
お
い
て
も
コ

ー
パ
ス
を
活
用
し
た

量
的
研
究
が
主
流
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
そ
れ
と
は
別
に
学
習
経
験
者
の

視
点
か
ら
学
習
者
が
求
め
る
文
法
項
目
の
提
示
の
仕
方
等
の
主
観
や
経
験

に
重
き
を
置
い
た
研
究
も
ま
た
重
要
で
あ
る
。

?
l-

語
源
ー

古
典
語

古
め
か
し
表
現

•
妹
（
い
もひ
と
↓
い
も

う
と
）

•
弟
（
お
と
ひ
と
↓
お
と
う
と
）

•

芳
ば
し

い
（
か
ぐ
は
し
↓

か
う
ば
し

•

狩
人
（
か
り
び
と
↓
か
り
う
ど
）

•
玄
人
（
く
ろ
ひ
と
↓

く
ろ
う
と
）

・
素
人
（
し
ら
ひ
と
↓
し
ら
う
と
）

•
相
撲
（
一
説
、
す
ま
ふ

【争
ふ
】
の
連
用
形
の
ウ
音

便
に
由
来
す
る
）

•

仲
人

（
な
か
びと
↓

な
か
う
ど
）

•

若
人
（
わ
か
び
と
↓
わ
か
う
ど
）

春
の
あ
け
ぽ
の
。
や
う
や
う
白
く
な
り
ゆ
く
111
際、

少
し
明
か
り
て
、
紫
だ
ち
た
る
雲
の
細
く
た
な
び
き

た
る
。
（枕
草
子）

•
た
だ

一
人
、
徒
よ
り
ま
う
で

け
り
。

（
徒
然
草
）

•
苦
し
ゅ
う
な
い
。

近
こ
う
寄
れ
。
（時
代
劇
の
台
詞
）

•

君
死
に
た
ま
ふ
こ
と

な
か
れ
。
（
与
謝
野
晶
子
）

•
け
ふ
【今
日
】

•
あ
ふ
さ
か

【逢
坂
（
の
関
）】

•

て
ふ
て
ふ
[
蝶
々

l

•
た
ふ
と
ぶ

【稼
ぶ
】

•
さ
ぶ
ら
ふ
【
候
】

.
1
で
あ
ら
う

•
1

で
せ
う

•

1

ま
せ
う

・
ー
な
か
ら
う
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爪
周
二
(
2
0
1
5
)

「
3
日
本
語
の
音
韻
の
変
遷
」
月
本
雅
幸
編

『
日
本
語
概
説
」

放
送
大
学
教
育
振
興
会

福
島
直
恭

(
2
0
0
2
)

『〈
あ
ぶ
な
い
ai
〉
が
〈
あ
ぶ
ね
え
e:
〉
に
か
わ
る
時
ー
日
本

語
の
変
化
の
過
程
と
定
哨
ー
」
笠
間
害
院

馬
淵
和
夫

(
1
9
9
4
)

『
国
語
音
韻
論
j

（第
8
版
）
、
笠
間
書
院

劉
志
伸

(
2
0
1
5
)

「
通
時
論
的
観
点
を
部
分
的
に
取
り
入
れ
た
文
法
指
番
の
試
み
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ー
旧
派
テ
ニ
ヲ
ハ
論
書
に
お
け
る

「節
」
（
つ
つ
）
項
目
の
記
述
に
触
発
さ
れ

て
ー
」
『
武
蔵
野
大
学
日
本
文
学
研
究
所
紀
要
j

第

2
号、

p
p
.
1
9
,
 
3
6
、
武
蔵

野
大
学
日
本
文
学
研
究
所

劉
志
伸

(
2
0
1
6
)

「学
習
者
の
視
点
か
ら
見
た
「
準
標
準
語
」
文
法
項
目
に
つ
い

て
」
『
武
蔵
野
大
学
日
本
文
学
研
究
所
紀
要
j

第

3
号、

p
p
.5
3
'
6
9
、
武
蔵
野

大
学
日
本
文
学
研
究
所

付
記本
稿
は
科
学
研
究
費
助
成
事
業
若
手
研
究

(
B
)
「
有
賀
長
伯
の
テ
ニ
ヲ
ハ
観

に
関
す
る
研
究
ー

『和
歌
八
重
垣
』
と
『
春
樹
顕
秘
増
抄
」
を
手
が
か
り
に
ー
」

（
課
題
番
号
2
6
7
7
0
1
6
4
)

と
某
盤
研
究

(
C
)
「
中
国
語
話
者
か
ら
見
た

ニ
ア

・

ネ
イ
テ
ィ
プ
レ
ベ
ル
を
目
指
す
た
め
の
語
彙
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」
（
課
題
番

号
1
6
K
0
2
8
1
8
)

の
助
成
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
な
お
、
論
文
の
執

策
に
あ
た
り
、
中
嶋
徹
氏
の
ご
協
力
を
頂
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を

表
す
。

脚
注
l

音
声
学
的
に
こ
れ
ら
の
長
音
化
発
生
の
理
由
を
考
察
し
た
論
に
尚
山
(
1
9
9
2
)

が
あ
る
。

2

古
典
語
に
お
け
る
動
詞
の
語
尾

「
＼
ふ
」
が
現
代
語
で
は

「
i
う
」
と
な
る
。

「
言
う
」
に
関
し
て
は
「
ゆ
う
て
」
と
な
る
が
、
全
体
を
包
括
的
に
捉
え
る
た

め
に
、
こ
こ
で
は
個
別
の
語
彙
と
し
て
別
に
扱
う
。

3

こ
れ
は
庵
(
2
0
1
1
、
2
0
1
5
)

が
い
う
と
こ
ろ
の
「

100
％
を
目
指
さ
な
い
文
法
」

の
理
念
に
合
致
す
る
文
法
説
明
の
一
例
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
文
法
を

100
％
説
明
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、

学
習
負
担
と
学
習

の
効
率
性
の
バ
ラ
ン
ス
も
重
要
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
文
法
を

100
％
マ
ス
タ
ー

す
る
必
要
性
は
な
い
。

4

関
西
方
言
で
は
ウ
音
便
の
短
音
化
、
す
な
わ
ち
「
ウ
の
脱
落
」
現
象
が
見

ら
れ
る
。
詳
細
は
劉

(
2
0
1
6
)

を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
イ
形
容
詞
に
つ

い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
標
準
語
の
既
習
知
識
を
活
か
し
て
「
ク
の
脱
落
」
と
称

す
る
こ
と
も
で
き
る
。

5

例
え
ば
、

「ち
げ
ー
よ
」
と
い
う
表
現
は
よ
く
耳
に
す
る
。
江
戸
語
で
は
形

容
詞
・
動
詞
の
み
な
ら
ず
、
名
詞
等
多
く
の
品
詞
に
わ
た
っ
て
こ
の
現
象
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
江
戸
時
代
の
江
戸
語
で
は
「
世
界
」

を
「
せ
け
へ
」
と
言
っ
た
り
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

6

「
襟
い
」
の
よ
う
に
エ
段
長
音
化
し
な
い
個
別
の
事
例
が
あ
る
。
「
い
さ
ぎ

い
い
」
と
も
言
え
る
こ
と
か
ら
、
「
い
い
」
ま
た
は

「良
い
」
が
エ
段
長
音
化

し
な
い
こ
と
が
影
轡
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

7

「
か
つ
け
ー
」
と
い
う
言
い
方
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
か

っ
こ
い
い
」
の
語
尾

イ
の
直
前
で
は
な
く
、
更
に

一
拍
前
の
「
こ
」
が
エ
段
長
音
し
た
も
の
で
あ
り
、

類
推
現
象
の

1
つ
に
す
ぎ
な
い
。
こ
こ
で
は
個
別
語
棠
と
し
て
扱
う
。

8

「
さ
ぶ
い
」
と
も
い
う
。
こ
れ
は

「バ

マ
相
通
」
と
呼
ば
れ
る
現
象
で
あ
る

木
田
編

(
2
0
1
3
)
。
「
さ
び
し
い
」
と
「
さ
み
し
い
」
や

「
け
ぶ
り
」
と

「
け

む
り
」
の
よ
う
に
、
古
く
か
ら
日
本
語
に
お
い
て
バ
行
と
マ
行
と
の
交
替
現

象
が
確
認
で
き
る
。

9

エ
段
長
音
（
ま
た
は
イ
段
長
音
）
に
な
り
に
く
い
も
の
も
認
め
ら
れ
る
C

た
だ
し
、
「
暗
い
」
と

「黒
い
」
に
つ
い
て
は
同
音
衝
突
が
生
じ
る
た
め
工
段

長
音
化
し
に
く
い
と
さ
れ
る
が
、
文
脈
に
よ

っ
て
意
味
の
区
別
が
可
能
な
た
め、

絶
対
に
エ
段
長
音
化
し
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
「
重
い
」
の
長
音
化
形

は
、
人
称
代
名
詞
「
お
前
」
の
よ
り
砕
け
た
言
い
方
「
お
め
え
」
と
も
同
音

衝
突
が
生
じ
る
た
め
、
エ
段
長
音
化
し
な
い

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
品
詞

や
ア
ク
セ
ン
ト
の
違
い
が
あ
る
た
め
言
え
な
い
こ
と
も
な
い
。
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10
「
良
い
」
「
い
い
」
も
エ
段
長
音
化
し
な
い
が
、
同
質
で
は
な
い
た
め
個
別
語

梨
と
し
て
扱
う
。

11

日
本
語
史
と
日
本
語
文
法
研
究
史
の
両
方
を
指
す
。

12

濁
点
の
移
動
の
有
無
に
つ
い
て
は
鼻
音
性
一
致
原
則
に
よ
っ
て
解
釈
さ
れ
る
。

13

「訥
う
」

「
問
う
」
に
テ
形
ま
た
は
夕
形
が
下
接
す
る
時
、
促
音
便
に
な
ら

な
い
の
は
、
同
形
回
避
が
働
い
て
「
凝
る
」
「
取
る
」
に
促
音
便
の
形
を
譲
っ

た
と
解
釈
で
き
る
。
つ
ま
り
、
「
凝
る
」
と
「
取
る
」
と
比
べ
て
、
「
請
う
」

と
「
問
う
」
を
使
用
す
る
場
面
が
少
な
く
、
話
し
言
葉
で
は
そ
れ
ぞ
れ

「頼
る
」

と
「
尋
ね
る
」
が
使
わ
れ
や
す
い
た
め
、
同
形
回
避
の
結
果
と
し
て
「
請
う
」

と
「
問
う
」
が
ウ
音
便
形
で
定
済
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
の
た
ま
う

て」

「
の
た
ま
っ
て
」
の
よ
う
に
ウ
音
便
と
促
音
便
の
両
形
が
共
存
す
る
事
例

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
語
幹
の
拍
数
も
促
音
便
に
な
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
る

要
因
の
一
っ
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
「
厭
う
」
に
関
し
て
は
「
い
と
っ
て
」

「
い
と
う
て
」
の
両
形
が
拮
抗
す
る
。
「
版
う
」
の
場
合
、
語
幹
が

2
拍
で
あ

る
た
め
、
同
形
回
避
の
必
要
性
が
軽
減
さ
れ
る
。
し
か
し
、
話
し
言
葉
で
は
「
厭

う
」
よ
り
「
嫌
う
」
の
使
用
頻
度
が
蓬
か
に
勝
る
た
め
か
、
「
い
と
う
」
に
関

し
て
は
馴
染
み
が
薄
く
、
音
便
形
に
ゆ
れ
を
も
た
ら
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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